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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第170期
第３四半期
連結累計期間

第171期
第３四半期
連結累計期間

第170期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 10,837,376 11,299,872 14,712,952

経常利益 (千円) 605,559 874,277 975,967

四半期(当期)純利益 (千円) 417,522 743,716 568,919

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 430,412 972,304 718,831

純資産額 (千円) 9,048,201 10,285,530 9,336,042

総資産額 (千円) 15,134,734 15,756,447 15,824,273

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 36.67 64.68 49.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.6 64.9 58.8
 

　

回次
第170期
第３四半期
連結会計期間

第171期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 21.58 20.95
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の概況

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府による緊急経済対策が進行し、円相場も円安基調で

推移し輸出を後押ししたことから、着実に回復の度合いを増しております。

また、世界経済は、新興国において景気の拡大がやや鈍化したものの、米国を中心とした先進国では

景気は回復方向にあり、緩やかな成長を維持しました。

このような経済情勢のなかで、当社グループの主要なお客様であります自動車業界の国内生産台数

は、前年同四半期に比べ増加しました。

こうした状況のもと当社グループは、販売力と高品質の製品づくりによる競争力の強化に努めた結

果、売上高は、11,299百万円で前年同四半期に比べ462百万円(4.3％)の増収となりました。

この売上高の増加により、営業利益は628百万円と前年同四半期に比べ106百万円(20.3％)の増益、経

常利益も874百万円と前年同四半期に比べ268百万円(44.4％)の増益となりました。

また、四半期純利益も743百万円と前年同四半期に比べ326百万円(78.1％)の増益となりました。
　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①日本

売上高は8,957百万円と前年同四半期に比べ249百万円(△2.7％)減少、経常利益は600百万円と前年

同四半期に比べ130百万円(27.8％)増加しました。　　

②アメリカ　

売上高は662百万円と前年同四半期に比べ205百万円(45.0％)増加、経常損失は18千円(前年同四半

期は経常利益４百万円)となりました。

③インド　

売上高は305百万円と前年同四半期に比べ146百万円(91.6％)増加、経常利益は73百万円と前年同四

半期に比べ68百万円増加しました。　　

④タイ

売上高は1,373百万円と前年同四半期に比べ360百万円(35.5％)増加、経常利益は229百万円と前年

同四半期に比べ99百万円(75.9％)増加しました。　　
　

(2) 財政状態に関する分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産、投資有価証券が増加したものの、現金及び

預金が減少したことにより、15,756百万円となり、前連結会計年度末に比べ67百万円減少いたしまし

た。　　

負債について主には、借入金が減少したことにより前連結会計年度末に比べ1,017百万円減少し、

5,470百万円となりました。　

純資産については利益剰余金が増加したことにより10,285百万円となりました。　
　

EDINET提出書類

尾張精機株式会社(E01290)

四半期報告書

 3/17



　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。
　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,585千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
　

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。
　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績の著しい増減はありません。
　

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい増減および主要な設備の前連結会計年度末

における計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】
① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,052,000

計 28,052,000
 

　

② 【発行済株式】
　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,659,500 11,659,500
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数 1,000株

計 11,659,500 11,659,500 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】
該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】
該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ― 11,659 ― 1,093,978 ― 757,360
 

　

(6) 【大株主の状況】
当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない
ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による
記載をしております。
① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式
　

83,000
 

― １単元（1,000株）

完全議決権株式（その他）
普通株式
　

11,395,000
 

11,395 ―

単元未満株式
普通株式
　

181,500
 

― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 11,659,500 ― ―

総株主の議決権 ― 11,395 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式764株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
尾張精機株式会社

名古屋市東区矢田三丁目
16番85号

83,000 ― 83,000 0.71

計 ― 83,000 ― 83,000 0.71
 

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

尾張精機株式会社(E01290)

四半期報告書

 6/17



第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人コスモスにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,306,625 4,566,057

受取手形及び売掛金
※ 2,695,545 ※ 2,679,133

商品及び製品 757,853 787,933

仕掛品 435,390 482,000

原材料及び貯蔵品 888,100 855,229

繰延税金資産 25,183 26,680

その他 275,724 294,756

流動資産合計 10,384,424 9,691,791

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,588,564 1,600,851

機械装置及び運搬具（純額） 1,406,949 1,535,150

土地 730,560 734,044

リース資産（純額） 82,113 63,077

その他（純額） 171,800 425,513

有形固定資産合計 3,979,988 4,358,638

無形固定資産 14,600 14,312

投資その他の資産

投資有価証券 984,696 1,206,570

繰延税金資産 19,461 19,722

前払年金費用 287,102 296,536

その他 163,548 178,425

貸倒引当金 △9,550 △9,550

投資その他の資産合計 1,445,259 1,691,704

固定資産合計 5,439,848 6,064,656

資産合計 15,824,273 15,756,447
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,616,611 2,561,452

1年内返済予定の長期借入金 838,118 631,708

リース債務 6,379 5,676

未払法人税等 270,667 97,676

賞与引当金 249,404 119,723

役員賞与引当金 27,000 23,300

製品保証引当金 14,600 14,700

契約損失引当金 155,673 －

未払消費税等 3,117 47,002

未払金 193,319 250,234

未払費用 403,132 386,158

設備関係支払手形
※ 71,651 17,523

その他 177,842 184,945

流動負債合計 5,027,518 4,340,100

固定負債

長期借入金 1,088,407 665,876

リース債務 8,081 3,824

繰延税金負債 155,680 238,962

退職給付引当金 34,490 37,977

役員退職慰労引当金 59,334 70,405

資産除去債務 114,717 113,771

固定負債合計 1,460,711 1,130,816

負債合計 6,488,230 5,470,917

純資産の部

株主資本

資本金 1,093,978 1,093,978

資本剰余金 757,360 757,360

利益剰余金 7,634,431 8,298,883

自己株式 △86,069 △26,266

株主資本合計 9,399,701 10,123,956

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 223,071 379,372

為替換算調整勘定 △322,361 △277,747

その他の包括利益累計額合計 △99,289 101,624

少数株主持分 35,631 59,949

純資産合計 9,336,042 10,285,530

負債純資産合計 15,824,273 15,756,447
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 10,837,376 11,299,872

売上原価 9,423,679 9,708,225

売上総利益 1,413,696 1,591,646

販売費及び一般管理費

販売費 477,982 490,341

一般管理費 413,277 472,768

販売費及び一般管理費合計 891,259 963,109

営業利益 522,436 628,536

営業外収益

受取利息 13,007 10,974

受取配当金 11,991 23,250

為替差益 74,806 214,783

助成金収入 1,590 570

その他 9,983 14,460

営業外収益合計 111,379 264,039

営業外費用

支払利息 24,947 16,080

その他 3,308 2,218

営業外費用合計 28,256 18,299

経常利益 605,559 874,277

特別利益

固定資産売却益 3,658 1,006

投資有価証券売却益 － 5,773

契約損失引当金戻入額 － 13,089

特別利益合計 3,658 19,869

特別損失

固定資産売却損 880 412

固定資産除却損 2,487 67

特別損失合計 3,367 479

税金等調整前四半期純利益 605,850 893,667

法人税、住民税及び事業税 164,730 132,156

法人税等調整額 10,664 △5,186

法人税等合計 175,395 126,969

少数株主損益調整前四半期純利益 430,454 766,697

少数株主利益 12,932 22,980

四半期純利益 417,522 743,716
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 430,454 766,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,315 156,300

為替換算調整勘定 3,273 49,305

その他の包括利益合計 △41 205,606

四半期包括利益 430,412 972,304

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 417,147 944,630

少数株主に係る四半期包括利益 13,265 27,673
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

　
(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　該当事項はありません。

　
(会計方針の変更等)

　該当事項はありません。

　
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

税金費用の計算

連結子会社につきましては、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算しております。
 

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 13,726千円

設備関係支払手形 19,109千円
 

　 11,161千円

　 ―千円
 

 

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。
　

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 359,288千円
 

　 435,162千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

1. 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月25日
取締役会

普通株式 34,169 3.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 34,158 3.0 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金
 

　

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

1. 配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月24日
取締役会

普通株式 34,144 3.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

平成25年10月25日
取締役会

普通株式 34,727 3.0 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
 

　

2. 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

9,207,007 457,123 159,663 1,013,581 10,837,376 10,837,376 ― 10,837,376

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

1,537,142 ― ― ― 1,537,142 1,537,142 △1,537,142 ―

計 10,744,149 457,123 159,663 1,013,581 12,374,518 12,374,518 △1,537,142 10,837,376

セグメント利益 470,181 4,135 4,835 130,671 609,823 609,823 △4,264 605,559
 

(注) １. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
調整額
（注）

四半期連結
損益計算書
計上額日本 アメリカ インド タイ 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

8,957,515 662,814 305,888 1,373,653 11,299,872 11,299,872 ― 11,299,872

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

1,488,285 ― ― ― 1,488,285 1,488,285 △1,488,285 ―

計 10,445,801 662,814 305,888 1,373,653 12,788,157 12,788,157 △1,488,285 11,299,872

セグメント利益又
は損失(△)

600,917 △18 73,719 229,804 904,422 904,422 △30,145 874,277
 

(注) １. セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去額であります。

２. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 36円67銭 64円68銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 417,522 743,716

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 417,522 743,716

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,387 11,497
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
２ 【その他】
第171期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当については、平成25年10月25日開催
の取締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり
中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。
① 配当金の総額                                 34,727,208 円

② １株当たりの金額                                3 円 00 銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日      平成25年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人 コスモス

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   太　　田　　修　　二   ㊞

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   富　　田　　昌　　樹   ㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月４日

尾張精機株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている尾
張精機株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成25年10月１日から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、尾張精機株式会社及び連結子会社の平成25
年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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